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新型コロナウイルスワクチン接種に関する要望書 

 日ごろより、心臓病児者と家族の医療、福祉の増進にご理解、ご尽力いただいております

ことに御礼申し上げます。また、新型コロナウイルス感染症対策におきましては、日々ご尽

力をいただいていることに重ねて感謝申し上げます。 

 先天性心疾患をもつ患者は、新型コロナウイルス感染症に感染すると重症化のリスクが高

いと言われており、病児者と家族は日々感染予防に努めているところです。この感染症に対

するリスクを軽減するには、早期にワクチンの接種を受けることが決定的なことは言うまで

もなく、心疾患患者は「基礎疾患を有する者」として優先接種の対象となっております。 

 しかしながら、日本においてはワクチン接種が進んでおらず、患者・家族からは「いつに

なったら接種できるのか」という不安の声が日々寄せられています。また、「自分が優先接種

の対象となるのか」「基礎疾患をもっていることの証明は必要なのか」「心疾患の専門医がい

る医療機関で接種することができるのか」などの相談も寄せられていて、接種方法について

は丁寧な周知と相談を行うことが必要です。 

さらに、現状では小児はワクチン接種の対象となっていませんが、変異株は小児でも重症

化すると言われており、家庭内や保育園、学校などでの感染が心配されています。くわえて、

心臓病児は日常的に家族による看護が必要な場合もあり、病児の感染による重篤化リスクの

みならず、家族の感染により必要な看護が受けられないため、疾患が悪化する可能性もあり

ます。心臓病児を感染から守るためには、家族や周囲へのワクチン接種を行う以外に現状で

は手段がありません。 

 つきましては、患者の命を守るために速やかにワクチン接種を受けることができるように、

以下要望いたします。 

 

【要望事項】 

1. ワクチン接種を早急に進めるとともに、基礎疾患をもつ患者が速やかに受けられるよう、

接種方法の丁寧な周知を行ってください。 

2. 基礎疾患をもつ患者の家族も優先接種の対象としてください。 

3. 介護施設、障害児・者の福祉施設、保育施設の職員も優先接種の対象としてください。 


